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■特集
12 月から市内一部 〜日向中継局〜

地上 放送が始まります
■市政の動き

台風など災害に遭われた人の市県民税・所得税の申告について
平成 20 年４月から後期高齢者医療制度が始まります　など
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番
組
を
同
時
に
放
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

れ
に
よ
り
、
例
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
中
継

の
延
長
時
な
ど
に
、
メ
イ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
時
間
通
り
ド
ラ
マ
を
放
送
し
な
が
ら
、

サ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ス
ポ
ー
ツ
中
継
を
引

き
続
き
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の

や
さ
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
充
実

字
幕
放
送
が
楽
し
め
ま
す
！

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
で
は
、
受
信
機

の
標
準
機
能
と
し
て
字
幕
放
送
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
番
組
に
よ
っ

て
は
生
放
送
も
字
幕
付
き
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

解
説
放
送
も
楽
し
め
ま
す
！

ド
ラ
マ
な
ど
の
筋
書
き
を
音
声
で
紹
介

す
る
解
説
放
送
も
楽
し
め
ま
す
。

音
声
速
度
も
変
え
ら
れ
ま
す
！

受
信
機
に
よ
っ
て
は
声
を
ゆ
っ
く
り
し

た
ス
ピ
ー
ド
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
つ
で
も
、
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報
な
ど

の
情
報
が
見
ら
れ
ま
す
！

デ
ー
タ
放
送
に
よ
り
リ
モ
コ
ン
ボ
タ
ン

を
押
す
だ
け
で
、
い
つ
で
も
ニ
ュ
ー
ス
や

天
気
予
報
、
そ
の
ほ
か
暮
ら
し
に
役
立
つ

情
報
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
番
組
内
容
と
連
動
し
て
い
る
デ

ー
タ
放
送
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
ド
ラ
マ
な
ら
、
番
組
を
見

な
が
ら
、
あ
ら
す
じ
や
登
場
人
物
を
確
認

し
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
、
試
合
経
過
や

選
手
紹
介
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

携
帯
電
話
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

が
見
ら
れ
ま
す
！

携
帯
・
移
動
体
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
（
通

称

：

ワ
ン
セ
グ
）
に
よ
り
、
携
帯
電
話
の

ほ
か
、
車
載
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で

乱
れ
の
少
な
い
映
像
が
受
信
で
き
る
た
め
、

外
出
先
で
も
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

特
に
緊
急
災
害
時
に
は
、
電
話
が
混
み

合
っ
て
つ
な
が
ら
な
い
状
況
で
も
、
避
難

経
路
や
安
否
情
報
な
ど
を
受
信
で
き
る
た

め
、
重
要
な
情
報
端
末
と
な
り
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

受
信
す
る
に
は
？

Ｑ
．
視
聴
す
る
た
め
に

必
要
な
も
の
は
？

Ａ
．
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
と
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ

ー
ナ
ー
、
ま
た
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
の
テ
レ
ビ
で
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
の
電

波
で
放
送
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
Ｕ
Ｈ

Ｆ
ア
ン
テ
ナ
と
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
、

ま
た
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ

を
設
置
す
れ
ば
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
．
今
使
っ
て
い
る
テ
レ
ビ
は

使
え
な
く
な
る
の
？

Ａ
．
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
市
販
の
デ
ジ
タ

ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
つ
け
れ
ば
、
現
在
使
用

中
の
テ
レ
ビ
が
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
。

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、今
の
ま
ま
引

き
続
き
２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）7
月
ま

デ
ジ
タ
ル
だ
と

こ
ん
な
い
い
こ
と
に
！

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
は
、
従
来

の
ア
ナ
ロ
グ
方
式
と
比
べ
て
、
よ
り
高
品

質
な
映
像
と
音
声
を
受
信
す
る
こ
と
が
で

き
る
新
た
な
放
送
で
す
。
現
代
の
生
活
の

な
か
で
最
も
身
近
な
「
テ
レ
ビ
」
も
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
に
な
い
豊
か

で
便
利
な
新
し
い
世
界
が
実
現
し
ま
す
。

ゴ
ー
ス
ト
（
ち
ら
つ
き
や
雑
音
）
が

な
く
な
り
ま
す
！

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
で
は
、
受
信
者

に
届
く
ま
で
に
、
雑
音
で
映
像
音
声
が
劣

化
し
た
り
、
高
い
建
物
な
ど
の
影
響
で
反

射
に
よ
る
ゴ
ー
ス
ト
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
で
は
、

ゴ
ー
ス
ト
は
な
く
、
高
品
質
の
映
像
・
音

声
が
届
け
ら
れ
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
が

楽
し
め
ま
す
！
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：

9
の
ワ
イ
ド
画
面
、
Ｃ
Ｄ
な
み
の

高
音
質
で
、
ま
る
で
そ
の
場
に
い
る
か
の

よ
う
な
臨
場
感
と
迫
力
を
楽
し
め
ま
す
。

1
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
分
割
し
て

２
〜
３
番
組
を
同
時
に
放
送
で
き
ま
す
！

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送

の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
分
の
周
波
数
で
、
高
画

質
で
は
１
番
組
、
標
準
画
質
で
は
2
〜
3

で
視
聴
で
き
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開

始
さ
れ
た
地
域
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
追
加
す
る
こ
と
で
高
画
質
・
高
音

質
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
楽
し
め
ま
す
。

た
だ
し
、
画
質
は
テ
レ
ビ
の
仕
様
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も

受
信
で
き
る
の
？

Ａ
．
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
使
用
し
て
い
る

場
合
な
ら
大
丈
夫
で
す
。

　

ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合

住
宅
で
も
、
屋
上
な
ど
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ

が
設
置
さ
れ
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
の
電
波
が
そ
の
ま

ま
各
戸
に
届
い
て
い
れ
ば
、
現
在
の
テ
レ

ビ
に
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ま
た
は
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
を
設
置
す

る
こ
と
で
受
信
で
き
ま
す
。

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
で
あ
っ
て
も
、
一
部
、

12
月
か
ら
市
内
の
一
部　

〜
日
向
中
継
局
〜

本
年
/0
月
か
ら
テ
レ
ビ
の
日
向
中
継
局（
米
の
山
）が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
こ
の

中
継
局
を
受
信
し
て
い
る
世
帯
で
は
、
テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

既
に
、
宮
崎
中
継
局
は
昨
年
/0
月
に
、
延
岡
中
継
局
も
今
年
６
月
に
デ
ジ
タ
ル

放
送
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
他
の
中
継
局
か
ら
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
可
能
範
囲
は
、

２
０
１
１
年
７
月
ま
で
に
徐
々
に
拡
大
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ア
ン
テ
ナ
の
交
換
や
調
整
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
？

Ａ
．
デ
ジ
タ
ル
専
用
チ
ュ
ー
ナ
ー（
Ｓ
Ｔ
Ｂ
）

を
取
り
付
け
る
だ
け
で
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
で
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

Ｑ
．
共
同
受
信
施
設（
共
聴
施
設
）で

受
信
し
て
い
る
地
域
の
対
応
は
？

Ａ
．
２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
7
月
ま

で
に
、
共
同
受
信
施
設
を
デ
ジ
タ
ル
対
応

に
改
修
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

共
同
受
信
施
設
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
聴
と

自
主
共
聴
が
あ
り
対
応
が
異
な
り
ま
の
で
、

詳
し
く
は
市
情
報
政
策
課
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

悪
徳
商
法
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
切
替
工
事
と

称
す
る
悪
徳
商
法
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
関
す
る
誤
っ
た
情
報
に
よ
る
セ
ー
ル
ス

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て
正
し
い

情
報
を
把
握
し
て
、
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
不
審
に
感
じ
た
り
、
疑
問
に
思

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
情
報
政
策
課

ま
で
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
せ　

情
報
政
策
課
情
報
政
策
係 

 
 

（
内
線
☎
２
４
６
２
）

12
月
か
ら
市
内
の
一
部　

〜
日
向
中
継
局
〜

〜
日
向
中
継
局
〜

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
始
ま
り
ま
す
。

中
の
テ
レ
ビ
が
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
。

き
続
き
２
０
１
１

特集
デジタル化で豊かで便利な世界が実現。2011年（平成 23年）7月、アナログ放送は終了します。
12月から市内一部～日向中継局～地上デジタル放送が始まります。

1212

特集

12
月
か
ら
地
デ
ジ
放
送
を
視
聴
で
き
る
範
囲
の
目
安

エ
リ
ア
内
で
あ
っ
て
も
、
地
形
や
建
物
な
ど
に
よ
っ
て
電

波
が
さ
え
ぎ
ら
れ
る
場
合
や
電
波
の
伝
搬
状
況
に
よ
っ
て

視
聴
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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市政の動き

２
０
０
７
夏　

平
和
の
尊
さ
を
学
び
、
絆
を
深
め
る

ー
。

被
爆
地「
長
崎
」、激
戦
の
地「
沖
縄
本
土
」へ
小
中
学
生
を
派
遣
。

８
月
8
日
か
ら
9
日

非
核
平
和
宣
言
都
市
と
し
て
、
次

代
を
担
う
青
少
年
に
、
戦
争
の
悲
惨

さ
や
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
、
平
和
の
尊

さ
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
長

崎
市
に
派
遣
。
８
月
９
日
の
平
和
祈

念
式
典
に
参
加
し
、
全
国
の
自
治
体

か
ら
派
遣
さ
れ
た
青
少
年
の
み
な
さ

ん
と
学
習
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

財
光
寺
中
学
校
３
年

 
 

松
岡
遼り

ょ
う
へ
い
平
さ
ん

原
爆
の
爆
風
で
25
メ
ー
ト
ル
も
吹

き
飛
ん
だ
重
さ
50
㌧
も
あ
る
浦
上
天

主
堂
の
鐘
楼
を
見
た
時
、
そ
れ
ほ
ど

ま
で
に
強
い
衝
撃
を
人
間
が
受
け
た

と
思
う
と
、
そ
れ
だ
け
で
身
震
い
し

て
し
ま
い
そ
う
で
し
た
。

世
界
恒
久
平
和
の
た
め
に
核
は
無

く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
戦
争
の
事
実
や
平

和
を
願
う
人
た
ち
の
思
い
を
多
く
の

人
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

８
月
10
日
か
ら
12
日

　

戦
時
中
の
学
童
疎
開
が
縁
で
、

合
併
前
に
姉
妹
都
市
と
し
て
の
盟

約
を
交
わ
し
て
い
た
宜
野
湾
市
。

東
郷
町
地
域
自
治
区
内
の
小
学
校

５
・
６
年
生
を
対
象
に
派
遣
し
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
交
流
を
深
め

た
り
、
平
和
学
習
に
よ
る
戦
争
の

悲
惨
さ
・
平
和
の
尊
さ
を
学
び
ま

し
た
。

坪
谷
小
学
校
６
年

 
 

横
山
果か

な

え

菜
恵
さ
ん

沖
縄
で
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
方

言
の
意
味
、
沖
縄
の
人
た
ち
の
や
さ

し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

水
族
館
で
の
は
く
力
や
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
や
バ
ス
の
中
で
話
し
た
り
、

遊
ん
だ
り
、
ふ
ざ
け
た
り
し
た
と
き

が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
の
人
に
「
ま
た
来
い
よ
」

と
言
わ
れ
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ

ひ
ま
た
行
き
た
い
で
す
。

　

〜
旅
の
一
句
〜

沖
縄
を
ま
ん
き
つ
で
き
た
三
日
間

ま
た
い
つ
の
日
か
で
き
れ
ば
行
き
た
い

８
月
22
日
か
ら
24
日

　

昭
和
19
年
、
戦
禍
を
逃
れ
る
た
め
、

南
風
原
国
民
学
校
の
学
童
33
人
が
当

時
の
美
々
津
国
民
学
校（
現
美
々
津

小
学
校
）へ
学
童
疎
開
し
た
の
が
縁

で
、
平
成
16
年
度
か
ら
本
市
の
中
学

生
を
南
風
原
町
に
派
遣
。
戦
争
の
悲

惨
さ
や
尊
さ
を
学
び
ま
し
た
。

富
島
中
学
校
３
年

 
 

黒
木
み
な
み
さ
ん

「
も
し
も
、
自
分
が
戦
争
時
代
に

生
ま
れ
て
い
た
ら･

･
･

」
皆
さ
ん
、

考
え
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？
沖
縄
戦

の
激
し
さ
が
増
す
な
か
、
沖
縄
陸
軍

病
院
壕
で
は
、
当
時
私
た
ち
と
同
世

代
の「
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
」が
、
食
糧

も
薬
も
な
い
暗
く
て
せ
ま
い
壕
の
中

で
、
負
傷
し
た
た
く
さ
ん
の
兵
士
の

治
療
に
あ
た
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
多
く
の
学
徒
隊
の
若
い
命

も
戦
争
の
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
今

の
時
代
、
少
し
ず
つ
戦
争
に
対
す
る

恐
怖
が
薄
れ
る
中
で
、
平
和
の
尊
さ

を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲青少年ピースフォーラム「爆心地で黙とう」

１
月
は
償
却
資
産

申
告
の
月
で
す

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を

経
営
す
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に

用
い
て
い
る
構
築
物
・
機
械
・
器
具
・

備
品
等
の
有
形
固
定
資
産
を
償
却
資
産

と
い
い
、
土
地
・
家
屋
と
同
じ
よ
う
に

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

償
却
資
産
を
持
つ
人
は
、
地
方
税
法

第
３
８
３
条
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
１
月
31
日

ま
で
に
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
資
産
税
係

（
☎
内
線
２
１
１
３
）

●資産種類ごとの主な償却資産

構築物
構築物 路面舗装（駐車場等）、側溝、緑化施設、そ

の他土地に定着した土木設備、看板など
建物
付属設備

借店舗・借事務所等に施した造作費、受変
電設備、屋外給排水設備など

機械及び装置 土木建設機械、印刷機器、製造機器、クリ
ーニング設備など

船舶 漁船、しゅんせつ船、遊漁船など
航空機 飛行機、ヘリコプターなど

車両及び運搬具 フォークリフト等の大型特殊自動車、農業
用トラクターなど

工具器具及び
備品

冷蔵庫、陳列ケース、パソコン、音響機器、
キャビネット、クーラーなど

台
風
な
ど
災
害
に
遭
わ
れ
た
人
の

市
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告（
雑
損
控
除
）に
つ
い
て

台
風
・
火
災
な
ど
の
災
害
で
住
宅
・

家
財
（
生
活
に
通
常
必
要
な
資
産
）

な
ど
に
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、
確

定
申
告
を
す
る
こ
と
で
雑
損
控
除
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

準
備
す
る
も
の
は
？

①
被
害
を
受
け
た
資
産
の
明
細（
資
産
内
容
、

資
産
の
取
得
時
期
や
取
得
価
格
な
ど
）

②
災
害
に
関
連
し
て
支
出
し
た
金
額
の
明
細

や
領
収
（
資
産
の
取
り
壊
し
費
用
や
除
去

費
用
な
ど
の
現
状
回
復
費
用
＝
表
２
）

③
損
害
の
金
額
を
補
て
ん
す
る
目
的
で
支
払

わ
れ
た
保
険
金
や
災
害
見
舞
金
な
ど
の
金

額
が
わ
か
る
も
の

④
市
町
村
が
発
行
す
る「
り
災
証
明
書
」

ど
う
計
算
す
る
の
？

控
除
額
の
計
算
式
は
表
３
の
と
お
り
で

す
。
そ
の
年
の
所
得
金
額
か
ら
控
除
し
き

れ
な
い
場
合
は
、
翌
年
以
後
３
年
間
繰
越

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

店
舗
や
貸
家
な
ど
に

損
害
を
受
け
た
と
き
は
？

事
業
用
資
産
な
ど
の
損
失
に
つ
い
て

は
、
事
業
所
得
な
ど
の
必
要
経
費
に
算
入

で
き
ま
す
。
所
得
金
額
が
赤
字
に
な
る
場

合
は
、
そ
の
赤
字
額（
純
損
失
の
金
額
）

の
う
ち
事
業
用
資
産
な
ど
に
つ
い
て
の
損

失
は
、
以
後
３
年
間
繰
越
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
延
岡
税
務
署
ま
た
は
申
告
相
談
会

場
で
平
成
20
年
３
月
17
日
（月）
ま
で
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
期
日
を
過
ぎ
る
と
繰
越
控
除
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税
係

（
☎
内
線
２
１
１
５
、２
１
１
６
）

ま
た
は
、
延
岡
税
務
署
個
人
課
税
部
門

（
☎
０
９
８
２

－

32

－

３
３
０
３
）

あなたが
所有する

または
あなたと生
計をともに
する配偶者
やそのほか
の親族（扶
養親族など
に限る）が
所有する

納税者である、あな
たの所得から、表
３の計算式により
算出された雑損控
除額が所得控除と
してあなたの所得
から控除され、あ
なたの所得税や市
県民税が軽減され
ます。

日常生活
に欠かせ
ない

・住宅
・家具
・衣類
・車
  などが

災害（火災、
震災、風
水害など）
または盗
難や横領
によって

損
害
を
受
け
た
と
き

表
２ 

災
害
関
連
支
出

・
災
害
に
よ
り
滅
失
し
た
住
宅
・
家
財
、
流
入
し

た
土
砂
、
そ
の
他
の
障
害
物
を
除
去
す
る
た
め

の
費
用

・
住
宅
、
家
財
な
ど
を
、
災
害
を
受
け
る
前
の
状

態
に
戻
す
（
原
状
回
復
）
た
め
の
費
用
（
受
け

る
前
よ
り
資
産
の
価
値
・
耐
久
性
が
増
し
た
部

分
は
非
該
当
）

・
住
宅
、
家
財
な
ど
の
損
壊
防
止
の
た
め
の
費
用

その住宅や家財
などについて災
害、盗難、横領
によって（また
は伴って）生じ
た損失額（時価）

保険金や損害賠
償金などで補て
んされた金額

－ －
所得金額の

１０%

正味の損失額

Ⅰ

Ⅱ 正味の損失額のうち災害関連支出の金額 － ５万円

※ 控除額は上記Ⅰ、Ⅱいずれかのうち多い方の金額です。

表３　控除額の計算方法

表１　雑損控除の適用は？

▲～友好の翼～「ひむかいの塔を参拝」

　　　　　　　　　　　日向市中学生平和交流事業　２００７年青少年ピースフォーラム

旧友好姉妹都市交流事業　沖縄県宜野湾市学童交流～友好の翼～

　　　　　　　　　　　日向市中学生平和交流事業　沖縄県南風原町派遣
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第
三
セ
ク
タ
ー「
日
向
青
果
地
方
卸
売
市
場
㈱
」で

卸
売
業
務
を
営
む「
卸
売
会
社
」が
新
し
く
変
わ
り
ま
し
た
。

第
三
セ
ク
タ
ー「
日
向
青
果
地
方
卸
売

市
場
㈱
」
は
、
日
向
入
郷
圏
域
の
農
産
物

流
通
・
地
産
地
消
の
拠
点
と
し
て
、
本

市
、
入
郷
管
内
町
村
、
卸
売
会
社
、
日
向

農
業
協
同
組
合（
JA
日
向
）が
出
資
し
、
平

成
10
年
９
月
に
設
立
さ
れ
開
業
し
た
市
場

で
す
。
開
業
10
年
目
の
本
年
９
月
、
そ
の

市
場
で
卸
売
業
務
を
営
ん
で
い
た
卸
売
会

社
「
日
向
青
果
㈱
」
が
経
営
困
難
に
陥
り
、

業
務
を
休
止
し
ま
し
た
。

第
三
セ
ク
タ
ー
の
社
長
で
も
あ
る
黒
木

健
二
市
長
は
「
卸
売
市
場
は
公
共
性
が
極

め
て
高
い
施
設
で
あ
り
、
圏
域
の
農
産
物

流
通
の
停
滞
は
許
さ
れ
な
い
。一
刻
も
早

く
次
期
卸
売
会
社
の
開
業
を
」
と
JA
日
向

や
関
係
機
関
と
協
議
。
そ
の
後
、
JA
日
向

１
０
０
％
出
資
の
仲
卸
会
社
「
㈱
ひ
む
か

青
果
」
と
第
三
セ
ク
タ
ー
「
日
向
青
果
地

方
卸
売
市
場
㈱
」
と
の
共
同
出
資
で
新
会

社
「
㈱
ひ
ま
わ
り
青
果
」
設
立
を
決
定
し
、

9
月
26
日
開
業
。
青
果
市
場
で
の
卸
売
り

業
務
が
、
無
事
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

前
卸
売
会
社
の
業
務
休
止
な
ど
の
影
響

で
当
初
、
取
扱
量
が
減
少
し
心
配
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
新
会
社
の
経
営
努
力
や
生

産
者
の
協
力
な
ど
に
よ
り
、
青
果
市
場
は

以
前
の
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
青
果
市
場
へ
の
ご
理
解
と

ご
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

航
空
機
部
品
な
ど
の
生
産
強
化
を
目
指
し
て

ー
。

㈱
エ
ム
・
テ
ッ
ク
と
の
工
場
立
地
協
定
に
調
印
し
ま
し
た
。

電
子
部
品
な
ど
の
製
造
を
し
て
い
る
株

式
会
社
エ
ム
・
テ
ッ
ク
と
の
新
工
場
立
地

協
定
の
調
印
式
が
11
月
19
日
、
市
長
室
で

開
か
れ
ま
し
た
。

同
社
は
現
在
、
門
川
町
加
草
で
電
子
部

品
や
レ
ー
シ
ン
グ
オ
ー
ト
バ
イ
用
部
品
、

航
空
機
部
品
な
ど
の
製
造
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
回
、
国
内
の
成
長
産
業
と
も

い
わ
れ
る
国
産
航
空
機
な
ど
へ
の
精
密
部

品
の
供
給
・
生
産
強
化
を
目
指
し
て
、
東

九
州
自
動
車
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設

が
予
定
さ
れ
て
い
る
財
光
寺
に
、
新
工
場

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

調
印
に
あ
た
っ
て
、
黒
木
健
二
市
長
は

「
市
内
の
精
密
機
器
製
造
の
分
野
に
は
、

成
長
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
貴
社
の
立
地

は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
」
と
あ
い
さ
つ
。

大
山
茂
樹
代
表
取
締
役
も
「
社
員
一
丸

と
な
っ
て
今
ま
で
培
っ
て
き
た
我
が
社
の

技
術
を
さ
ら
に
高
め
、
市
民
の
期
待
に
応

え
た
い
」
と
話
し
、
出
席
し
た
関
係
者
は

固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

新
工
場
は
、
今
月
中
に
操
業
開
始
予
定

で
、着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
進
出
計
画
概
要

・
企
業
名　

株
式
会
社
エ
ム
・
テ
ッ
ク

・
代
表
者
名　

代
表
取
締
役　

大
山
茂
樹

・
資
本
金　

１
、０
０
０
万
円

・
従
業
員　

15
人（
新
工
場
新
規
雇
用
６
人
）

・
工
場
新
設
場
所　

日
向
市
大
字
財
光
寺

字
池
１
６
０
５
番
地

・
工
場
概
要  

敷
地
面
積 

４
、１
５
１
㎡

工
場
面
積 

１
、４
５
０
㎡

・
事
業
内
容　

電
子
部
品
製
造
、
レ
ー
シ

ン
グ
オ
ー
ト
バ
イ
用
部
品
製
造
、
航
空

機
部
品
製
造

平
成
20
年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
！

こ
の
制
度
の

加
入
対
象
者
は
？

75
歳
以
上
の
人
全
員
で
す
。

（
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
人
は

　

65
歳
以
上
が
対
象
者
で
す
）

現
在
、
老
人
保
健
制
度
で
医
療
を
受
け

て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

現
在
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険（
国
保
、

健
保
、
共
済
保
険
な
ど
）
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
移
行
し
ま
す
。

平
成
20
年
３
月
末
ま
で
に
新
し
い
被
保

険
者
証
が
届
き
ま
す
。

制
度
運
営
は

ど
こ
が
す
る
の
？

県
内
全
市
町
村
が
加
入
す
る
「
宮

崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」

で
す
。

老
人
保
健
制
度
は
市
町
村
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
広
域
化
に
よ
り
財
政
の

安
定
を
は
か
る
た
め
、
都
道
府
県
単
位
の

広
域
連
合
が
運
営
主
体
と
な
り
ま
す
。

宮
崎
県
で
も
平
成
19
年
３
月
30
日
に

「
宮
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」が

保
険
料
は
ど
う
な
る
の
？

加
入
者
全
員
納
付
、
原
則
と
し
て

年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

広
域
連
合
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
保
険
料

を
被
保
険
者
全
員
が
納
付
し
ま
す
。
原
則

と
し
て
年
金
か
ら
天
引
き
で
す
が
、
年
金

額
が
年
間
18
万
円
未
満
の
人
は
、
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
な
ど
で
納
付
し
ま
す
。

所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
軽
減
措
置
を

実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
社
会
保
険
な
ど

の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
た
め
保
険
料
を
負

担
し
て
こ
な
か
っ
た
人
も
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
別
途
軽
減
措
置

が
設
け
ら
れ
ま
す
。

市政の動き

医
療
機
関
窓
口
で
の

負
担
ど
う
な
る
の
？

こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
老
人
保

健
制
度
と
同
じ
よ
う
に
か
か
っ
た
医
療
費

の
１
割
を
負
担
し
ま
す
（
現
役
並
み
の
所

得
が
あ
る
人
は
３
割
負
担
）。

ま
た
、
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

の
高
額
医
療
費
や
入
院
し
た
と
き
の
食
事

代
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
給
付
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

新
制
度
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
課
国
民
健

康
保
険
係
（
☎
内
線
２
１
５
３
）

設
立
さ
れ
、
制
度
開
始
に
向
け
て
準
備
を

し
て
い
ま
す
。

宮
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が

保
険
料
の
賦
課
、
医
療
給
付
の
決
定
な
ど

を
行
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
町

村
が
窓
口
と
な
り
、
被
保
険
者
証
の
交
付

や
保
険
料
の
徴
収
な
ど
を
行
い
ま
す
。

急
速
な
高
齢
化
を
背
景
と
し
て
高
齢
者
の
医
療
費
が
増
大
す
る
中
「
国
民
皆

保
険
制
度
」
を
堅
持
し
、
将
来
に
わ
た
り
医
療
保
険
制
度
を
持
続
可
能
な
も
の

と
し
て
い
く
た
め
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
医
療
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
老
人
保
健
制
度
で
医
療
を
受
け
て
い
る
75
歳
以
上
の
人
全
員
が
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

被保険者
・75歳以上の人
・一定の障がいのある
　65歳以上の人

被保険者
・75歳以上の人
・一定の障がいのある
　65歳以上の人

各医療保険
（健保組合、国保等）

の被保険者
0歳以上75歳未満

後
期
高
齢
者
の
心
身
の

特
性
に
応
じ
た
医
療
サ
ー
ビ
ス

医療保険者
（健保組合、国保など）

社会保険診療
報酬支払基金

口
座
振
替
・
銀
行
振
込
な
ど

口
座
振
替
・
銀
行
振
込
な
ど

年
金
か
ら
の
天
引
き

一括納付

交付

保
険
料

→
→

保険料は後期高齢者医療制度の大切な財源です
　医療にかかる費用のうち、みなさんが医療機関で支
払う窓口負担を除いた分を、公費が５割を負担、現役
世代からの支援が４割を負担し、残りの１割を高齢者
のみなさんから保険料として納めていただきます。

後期高齢者医療制度の運営のしくみ

公  費
（約５割）

高
齢
者
の

保
険
料
１
割

後期高齢者支援金
（若年者の保険料）

約 4割

国：県：市
４：１：１

第三セクター
日向青果
地方卸売市場㈱
貸主（開設会社）

青果市場のしくみ

借主（卸売会社）
日向青果㈱･･･休止
現在は、㈱ひまわ
り青果が開業中

▲卸売会社のセリを視察する三セク社長（黒木市長）
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ら
で
も

地域資源∞全国展開支援事業イベント
～木の香る日向市駅 アニバーサリー～

海の幸・山の幸 ふれあい日向市
いち

●と　き　12月 16 日（日）午前 10時から午後４時
●ところ　JＲ日向市駅東口
新鮮な海の幸、山の幸が勢揃い。ぜひ来場ください。
イベント内容
・新駅完成一周年
  祝賀太鼓（富島高校）
・エイサー ・こども太鼓
・パンプキン共和国
  クリスマス会
・高校生による
  ファッションショー
　飛行、展示
・マグロ解体ショー
・「願いが叶うクルスの海」
  観光 PRドラマお披露目
  主題歌披露
●問い合わせ　日向商工会議所（☎５２－１１２１）

●問い合わせ 市民課年金係（☎内線 2132）

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

年金記録を確認するには、本人確認のでき
るもの（年金手帳等）をご持参のうえ、延
岡社会保険事務所または、日向市で月１回
開催されます年金相談でご相談ください。
以前、複数の会社に勤務されたことのある
人は、現在問題になっています基礎年金番
号に統合されていない記録がある場合があ
りますので、勤務された会社名、期間など
を整理したメモをご用意ください。

●問い合わせ 市民課市民窓口係（☎内線 2133）

お芋で年賀状
小町谷新子／著
二玄社

絵更 紗 の 描 法 を
応 用 し た、 普

通のサツマイモで
作る、木版画のよう
な味わいのある版
画を紹介。松竹梅、
十二支の動物、慶祝
の花々など、年賀状
用の作例を多数収
める。やさしい芋版
の作り方を写真入
り で、 く わ し く 解
説。

お雑煮１００選
文化庁／編著
女子栄養大学出版部

「食べる」ことが
「物語」によっ

て味付けされるこ
とは、人間特有の文
化。 お 雑 煮 の 背 後
に、日本文化の豊か
さ、 そ し て 物 語 が
あ る …。 文 化 庁 主
催で一般公募をし、
北海道から九州ま
で全国から選ばれ
たお雑煮１００選
を紹介。

サンタのひみつ おしえます
ジェームズ・ソルヘイム／作
バリー・ゴット／絵　ゆりよう子／訳
ひさかたチャイルド

今日 は ク リ ス マ
ス イ ブ。 ス テ

ィービーは、サンタ
クロースを信じて
い ま せ ん。 そ ん な
スティービーのと
ころにサンタクロ
ースがやってきて、
サンタのそりや空
飛ぶトナカイなど
のしくみをぜ～ん
ぶ教えてくれて…。

おしゃれきぶんの
クリスマスメニュー
服部幸應、服部津貴子／監修・著
岩崎書店

おい し い 料 理 や
お 菓 子 を 自 分

で作れたら、どんな
に い い だ ろ う。 ク
リスマスのおいし
い料理とお菓子の
作り方を紹介する。
本格的で、おしゃれ
気分も盛り上がる、
クリスマスのメニ
ュー。

■新しく入った本
◎つくもがみ貸します
（畠中恵／角川書店）

◎星空を見上げて３６５日
（藤井旭／誠文堂新光社）

◎うふふの動物たち
( ひのかずなり／福音館書店）　   ほか

乳幼児 /午前 10時 30分～11時
６日　１３日　２０日　２７日

幼児 /午後 3時 30分～4時
５日　１２日　１９日　２６日

小学生 /午前 11時～11時 30分
８日　１５日

●クリスマスおはなし会　参加自由
22日（土）午前 11時～11時 45分

●
図
書
館
へ
お
い
で
よ　
　
　
　

●

מ0月のはなし会ּ/מּ

「
食
育
」は
な
ぜ
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

私
た
ち
の
食
生
活
は
、
栄
養
の
か
た
よ
り

や
食
習
慣
の
乱
れ
、
孤
食
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

改
善
す
べ
き
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
好
き
な
も
の
が
、
い
つ
で
も
好
き

な
時
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
食
の
大
切
さ
を
感
じ
る
機
会
が
減
り
、

昔
か
ら
伝
わ
る
食
文
化
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
自
給
率
の
低
下
、
食
の
安
全

性
な
ど
食
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
を

図
る
た
め
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
食
育
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
食
育
」
を
推
進
。
栄
養
教
諭
制
度
っ
て
？

近
年
、
食
生
活
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が

大
き
く
変
化
し
、
食
生
活
の
多
様
化
が
進
む

中
で
、
朝
食
を
と
ら
な
い
な
ど
子
ど
も
の
食

生
活
の
乱
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
将
来
に
わ
た
っ
て
健
康
に
生
活

し
て
い
け
る
よ
う
、
栄
養
や
食
事
の
と
り
方

な
ど
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
に
基
づ
い
て
自

ら
判
断
し
、
食
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く

「
食
の
自
己
管
理
能
力
」
や
「
望
ま
し
い
食
習

慣
」を
子
ど
も
た
ち
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成

17
年
度
に「
栄
養
教
諭
」
制
度
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
度
、
東
郷
小
学
校
に
栄
養
教
諭
が
配

置
さ
れ
、
学
校
に
お
け
る
食
に
関
す
る
指
導

と
給
食
管
理
を
一
体
の
も
の
と
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。
栄
養
教
諭
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
「
心
と
体
を
豊
か
に
す
る
食
育
推
進
モ

デ
ル
校
」と
し
て
、
東
郷
小
学
校
を
拠
点
に

東
郷
中
、
坪
谷
小
、
日
向
中
、
塩
見
小
学
校

で
食
育
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

モ
デ
ル
校
で
の
取
り
組
み
は
？

「
心
と
体
を
豊
か
に
す
る
食
育
推
進
モ
デ

ル
校
」で
は
、
全
職
員
で
食
を
巡
る
問
題
を

解
決
す
る
た
め
「
食
の
重
要
性
」「
心
身
の

健
康
」「
食
品
を
選
ぶ
力
」「
感
謝
の
心
」「
社

会
性
」「
食
文
化
」に
つ
い
て
、
各
学
年
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
食
育
の
視
点
を
も
っ

て
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
取

り
組
み
は
「
食
育
便
り
」
と
し
て
市
内
の
学

校
に
配
布
し
、
各
学
校
で
の
食
育
の
取
り
組

み
の
モ
デ
ル
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
？

食
育
基
本
法
を
受
け
て
国
の
食
育
推
進
基

本
計
画
が
作
ら
れ
、
食
育
を
国
民
運
動
と
し

て
推
進
す
る
た
め
に
、
次
の
目
標
値
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
食
の
大
切
さ
を
見

直
し
健
全
な
食
生
活
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
保
健
係

 
 

（
☎
内
線
２
４
２
５
）

学
校
保
健

☎
54
―
１
９
１
９

מּ /0 月 の 休 館 日ּמ
１日　３日　10日　17日
24日　28日～31日

מּ /0月ѕ１月の上ụ会
～プログラム～

●１２月９日（日）
１０:３０～　　　　　　　　
大年の客　天福地福　スノーマン

　１４:３０～　　　　　　　　
としがみさま  すりばちをなめた猫
おむすびころりん
サンタさんは大いそがし

●１月１３日（日）
１０:３０～　　　　　　　　
一寸法師   火男 
鬼の子とゆきうさぎ

　１４:３０～　　　　　　　　
みーつけた！　マザー・テレサ

■
家
族
み
ん
な
で

　

食
育
を
考
え
ま
し
ょ
う
！

応 用 し た、 普
通のサツマイモで
作る、木版画のよう
な味わいのある版
画を紹介。松竹梅、
十二支の動物、慶祝
の花々など、年賀状
用の作例を多数収
める。やさしい芋版
の作り方を写真入
り で、 く わ し く 解

とは、人間特有の文
化。 お 雑 煮 の 背 後
に、日本文化の豊か
さ、 そ し て 物 語 が
あ る …。 文 化 庁 主

で全国から選ばれ
たお雑煮１００選

飛ぶトナカイなど
のしくみをぜ～ん

Q. 年金記録を確認する手続きを教えて
ください。

本当です。本籍は日本国の領土内で、地番
を有する地であれば、住んでいる所、生ま
れた場所、実家のある所など縁故の地に関
わらず、どこにでも自由に定めることがで
きます。本籍とは、戸籍の所在場所であり、
筆頭者の氏名とともに、戸籍を特定する役
割があります。
戸籍謄本など戸籍に関する証明書が必要な
ときは、本籍のある市区町村に請求します
が、本籍をどこに定めたのか、筆頭者が誰
なのかを正確に覚えていないと、証明書の
請求ができなくなってしまいます。
本籍をどこに定めるかは自由ですが、必要
な時に思い出せる所がよいでしょう。

「縁もゆかりもない所に本籍を置くこ
とができる」と友人から聞きました
が、本当でしょうか？

A.

Q.

A.

今月の年金巡回相談
●とき　　12月 26日（水）
　　　　　午前 10 時から午後 3 時まで
●ところ　青少年ホーム　１階会議室

「情報伝言板」は、皆さんの自主的な活動を応援するコーナーです。 
サークル活動などの会員募集やイベントなどの情報をお寄せください。
営利や政治・宗教活動を目的としたものはお断りします。
原稿は、毎月１日までに総務課秘書広報係（☎内線２２３５）へ。
※ただし、紙面のスペースの関係上、掲載できない場合があります。

■日向カトリック幼稚園
　創立50周年 記念式典・祝賀会のご案内
●と　き　平成 20年２月９日（土）
・第一部　 記念式典
  日向市中央公民館　午後１時から 4時
・第二部　 祝賀会「3,546 人と先生たちの同窓会」
  ベルフォート日向　午後５時 30分開場　６時開会
●問い合わせ 日向カトリック幼稚園（☎５２－２９４８）

食
育
推
進
基
本
計
画
目
標
値

①
食
育
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
国
民
の
割

合
を
70
％
か
ら
90
％
以
上
に
す
る
。

②
朝
食
を
欠
食
す
る
国
民
の
割
合
を
、
子

ど
も
４
％
か
ら
０
に
、
二
十
代
男
性
30
％

か
ら
15
％
に
低
下
さ
せ
る
。

③
学
校
給
食
で
地
場
産
業
を
使
用
す
る
割

合
を
21
％
か
ら
30
％
以
上
に
増
加
さ
せ
る

④
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
な
ど
を
参

考
に
食
生
活
を
送
る
国
民
の
割
合
を
60
％

以
上
に
増
加
さ
せ
る
。

⑤
内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
）
を
承
知
し
て
い
る
国
民
の

割
合
を
80
％
以
上
に
増
加
さ
せ
る
。■第25回「同和」問題市民講演会

●と　き　12月７日（金）午後２時から 4時
●ところ　日向市中央公民館

今回は、祝福芸として人々
に大変親しまれた、徳島・
阿波の「でこまわし」をご
紹介します。
・講師　辻本一英さん
　（芝原生活文化研究所代表）

・演題 福を運んだ
 「でこまわし」
・演者　中内正子さん
　　　  南公代さん

●問い合わせ　市民協働課（☎５４－０２２７）

■
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の
近
所
の
若
者
や
職
場

の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い
ま
し

た
ら
、
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
☎
内
線
２
２
３
５
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報
担
当
が
写
真
を
撮
り

に
う
か
が
い
ま
す
。

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

わずか２ml の採血で登録できます
日向保健所に勤務して３年目になります。10月
のみんなの人権！思いやり交流プラザでは骨髄
バンク登録会を開きました。「生きたい」と望む患
者と「生きてほしい」と望む善意の提供者の架け
橋が骨髄バンクです。日本では約 2000 人が骨
髄移植での治療を望んでいます。ぜひご協力を。

三樹　直文 さん（22 歳：曽根町）

お気に入りは米の山からの景色
９月にエステティックサロンG

グ レ イ ス

RACE に入社し
ました。現在、美顔マッサージなどいろいろな
研修を受けています。休日は、近場を友人とド
ライブしたりして、のんびり過ごすことが多い
ですね。お勧めのスポットは米の山。山頂から
一望できる日向灘はいつ見てもきれいですよ。

山村　汐
し お り

里 さん（21 歳：財光寺）

ђإの取り組آزح
とظىنַسַمظ
日本のảいђ

早
い
も
の
で
、
あ
っ
と
い

う
間
に
２
０
０
７
年
も
終
わ

り
で
す
ね
^o^
。
皆
さ
ん
は
今

年
は
ど
ん
な
年
で
し
た
か
？

私
に
と
っ
て
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
や
っ
ぱ
り

「
今
年
も
暑
か
っ
た
」こ
と
で

す
。
今
、
世
界
で
は
「
地
球

温
暖
化
」問
題
が
注
目
を
浴

び
て
い
る
ま
す
。
私
た
ち
に
、

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
の

で
し
ょ
う
か
？

そ
こ
で
、
今
回
は
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド（
Ｎ
Ｚ
）と
日
本

の
エ
コ
へ
の
考
え
方
の
違
い

に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
Ｎ
Ｚ
で
は
、ど
こ
の

ト
イ
レ
で
も
大
流
し
と
小
流

し
の
調
節
が
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
は
小
さ
い
時
か
ら
区
別

し
て
使
う
こ
と
を
教
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、日
本

で
は
あ
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
。

日
本
の
子
ど
も
た
ち
が
、

水
を
流
し
た
ま
ま
手
を
洗
う

の
を
見
る
と
、本
当
に
も
っ

た
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。

私
は
い
つ
も
「
手
を
洗
う

間
は
水
を
止
め
て
ね
」
と
子

ど
も
た
ち
に
言
い
続
け
て
い

ま
す
。

逆
に
日
本
に
来
て
、、す
ご

く
い
い
な
と
感
じ
た
の
は
、

み
ん
な
ハ
ン
カ
チ
を
持
ち
歩

く
こ
と
で
す
。
Ｎ
Ｚ
で
も
昔

は
み
ん
な
ハ
ン
カ
チ
を
持
っ

て
い
ま
し
た
が
、最
近
の
若

者
は
持
つ
こ
と
が
格
好
悪
い

と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
ば

か
り
使
っ
て
ま
す
。
本
当
に

環
境
に
悪
い
で
す
よ
ね
。

で
も
、
Ｎ
Ｚ
の
エ
コ
の
取

り
組
み
の
中
で
す
ご
く
い
い

と
思
う
こ
と
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
が
各
世
帯
に
配
る
不
要
品

の
回
収
袋
。
着
な
く
な
っ
た

服
や
履
か
な
い
靴
、
ま
だ
使

え
る
お
も
ち
ゃ
や
古
本
な
ど

を
袋
に
入
れ
て
、
決
ま
っ
た

日
に
庭
に
出
し
て
お
く
と
、

回
収
し
に
来
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
方
法
で
、家
庭
か
ら

の
ご
み
が
減
り
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
は

そ
の
品
を
売
っ
て
、収
入
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

ま
さ
に
「
一
石
二
鳥
」
で
す
。

私
は
、Ａ
Ｃ
公
共
広
告
機

構
の「
知
っ
て
い
る
を
、
し

て
い
る
へ
。」
と
い
う
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
大
好
き
で

す
。
何
事
も
行
動
で
す
よ
ね
。

そ
れ
で
は
み
な
さ
ん

よ
い
お
年
を

このまちの人たち ー ボイス

森
迫
さ
ん
は
、「
幼
児
期
に
自
然

に
親
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と

が
、心
身
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す
」

と
提
唱
。
私
財
を
投
じ
富
高
に
グ
リ

ー
ン
ス
ク
ー
ル
や
研
修
施
設
な
ど
を

整
備
し
、長
年
自
ら
そ
の
教
育
を
実

践
し
て
き
た
。
さ
ら
に
そ
の
施
設
を

一
般
の
市
民
に
も
広
く
開
放
す
る
な

ど
、本
市
教
育
文
化
の
向
上
に
貢
献

し
た
と
し
て
、文
化
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
国
に
こ
れ
ま
で
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
秋
の
叙
勲
で
は

「
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章
」
を
受
章
。
現
在
も

学
校
法
人
「
富
高
学
園
」、社
会
福
祉

法
人
「
ひ
ま
わ
り
会
」
の
相
談
役
を

務
め
る
な
ど
、幼
児
教
育
か
ら
社
会

福
祉
に
至
る
ま
で
幅
広
い
分
野
で
活

躍
中
で
あ
る
。

　

11
月
３
日
開
か
れ
た
授
賞
式
で
は

刀
匠
の
松
葉
さ
ん
は「
こ
れ
か
ら
も

若
い
世
代
に
技
術
を
伝
え
て
い
き
た

い
」と
抱
負
を
語
り
、、森
迫
さ
ん
が
「
職

員
と
信
念
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
き

た
。
周
り
の
理
解
が
あ
っ
て
か
ら
こ

そ
」
と
受
賞
の
感
想
を
述
べ
た
。

10月 28日
まちなかハロウィン

パンプキン共和国に
招待されました。仮
装した子どもたちが
いっぱいで楽しかっ
たよ。大統領と王女
と一緒に記念撮影。

今
年
度
、
日
向
市
文
化
賞
を
受
賞

し
た
の
は
、
技
術
部
門
の
松
葉
一
路

さ
ん
（
写
真

：

右
）、一
般
部
門
の
森

迫
幹
雄
さ
ん
（
写
真

：

左
）
の
二
人
。

松
葉
さ
ん
は
、古
来
よ
り
脈
々
と

引
き
継
が
れ
て
き
た
日
本
の

伝
統
文
化
「
刀か

た
な
か
じ

鍛
冶
」
の
分
野
で
、

貴
重
な
伝
統
技
術
の
習
得
と
継
承
に

力
を
尽
く
し
て
き
た
。
現
在
も
精
力

的
に
刀
剣
の
制
作
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
れ
ま
で
、人
間
国
宝
の

系
譜
を
受
け
つ
ぐ
刀
匠
な
ど
が
出
展

す
る
新し

ん
さ
く
と
う

作
刀
展
覧
会
で
、「
薫く

ん
ざ
ん山
賞
」

を
は
じ
め
「
寒か

ん
ざ
ん山

賞
」、「
全
日
本
刀

匠
会
会
長
賞
」
な
ど
名
誉
あ
る
賞
を

受
賞
し
た
。
ま
た
、今
年
も
「
新
作

刀
展
覧
会
」、「
お
守
り
刀
展
覧
会
」

と
も
に
入
賞
。
そ
の
卓
抜
し
た
「
匠

た
く
み

の
技
」
に
よ
り
鍛
え
ら
れ
た
刀
は
、

ま
さ
に
芸
術
品
で
あ
る
。

市
内
は
も
と
よ
り
、国
内
、欧
米
諸

国
に
も
日
本
の
伝
統
文
化
と
し
て
広

く
紹
介
さ
れ
、本
市
の
名
を
広
め
、市

の
文
化
向
上
に
も
大
き
く
寄
与
し
た

と
、今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
。

平
成
19
年
度
日
向
市
文
化
賞
の
受
賞
者
を
紹
介

卓
抜
し
た
匠
の
技
と

幼
児
教
育
へ
の
熱
意
に
文
化
賞

グレイス・ワン（文・写真）
ニュージーランドから来た
日向市国際交流員

＼ (^_^

森
もりさこ

迫　幹
みきお

雄さん（76歳）　本町
○職　　業　学校法人富高学園相談役
○受賞部門　一般

主な経歴
・昭和 37年 10月「富高幼稚園」を設置、
以後、学校法人富高学園理事長、社会福
祉法人ひまわり会理事長として社会福
祉施設などの運営にたずさわる
・平成8年10月～平成16年 10月まで
県教育委員を２期歴任

松
まつ ば

葉　一
いちろ

路さん（48歳）　平岩
○職　　業　刀匠
○受賞部門　技術

主な経歴
・昭和58年　　24歳で刀工を志す
・平成元年2月「刀匠」の称号を得る

日
向
市
文
化
賞
と
は

　

本
市
文
化
の
向
上
発
達
に
関
し
、特
に
功
績

顕
著
な
者
（
文
化
功
労
者
）
に
対
し
、
市
条
例

に
基
づ
き
、
毎
年
文
化
賞
を
贈
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
43
個
人
、１
団
体
が
受
賞
し
た
。
授

賞
式
は
毎
年
「
文
化
の
日
」
に
開
か
れ
る
。

（中心市街地）
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第
26
回
日
向
地
区
少
年
剣
道
大
会
が

10
月
27
日
、市
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、日
向
入
郷
地
区
か
ら
約
２
０
０
人

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
中
学
生
が
参

加
。
個
人
、団
体
の
部
で
、日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
剣
士
た
ち

の
真
剣
勝
負
に
指
導
者
や
家
族
か
ら

は
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
幼
・
小
学
生
の
部
で
は
本
市
か

ら
出
場
し
た
矢
野
智と
も
や也

さ
ん（
坪
谷
小

１
年

：

牧
心
館
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

日
向
商
工
会
議
所
は
地
域
の
観
光
資

源
な
ど
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
し
よ

う
と
観
光
Ｐ
Ｒ
ド
ラ
マ
を
制
作
。
10

月
20
、21
日
の
２
日
間
、市
内
観
光
地

な
ど
で
ロ
ケ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

物
語
は
「
願
い
が
叶
う
ク
ル
ス
の
海
」

を
題
材
に
し
た
恋
愛
漫
画
「
ク
ォ
ー

タ
ー
」
で
、出
演
者
や
エ
キ
ス
ト
ラ
、

撮
影
ス
タ
ッ
フ
ま
で
、す
べ
て
地
元

の
人
。
日
向
市
駅
で
12
月
16
日
（日）
に

開
か
れ
る「
海
の
幸
・
山
の
幸
ふ
れ
あ

い
日
向
市い
ち

」で
お
披
露
目
さ
れ
ま
す
。

市
は
、よ
り
実
践
的
な
英
会
話
を
学
び

豊
か
な
国
際
感
覚
を
育
む
こ
と
を
目

的
に
今
夏
、小
学
生
代
表
８
人
を
ハ
ワ

イ
に
派
遣
。研
修
を
終
え
た
児
童
ら
が

11
月
15
日
、報
告
会
を
開
き
ま
し
た
。

今
回
、市
内
小
学
校
と
地
元
モ
ミ
ラ
ニ

小
学
校
が
姉
妹
校
の
協
定
に
調
印
。

授
業
交
流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の

あ
た
た
か
い
歓
迎
に
感
動
し
た
こ
と

な
ど
を
一
人
ず
つ
発
表
し「
も
っ
と
す

ら
す
ら
英
語
で
話
せ
る
よ
う
、こ
れ
か

ら
も
勉
強
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
長
が
自
ら
出
向
き
、地
元
住
民
と
市

政
に
つ
い
て
話
す「
市
長
出
前
講
座
」

が
10
月
25
日
か
ら
11
月
２
日
の
間
、

東
郷
域
の
公
民
館
な
ど
４
会
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。４
日
間
で
約
１
３
０

人
が
参
加
し
た
講
座
で
は
、黒
木
市

長
が
市
政
の
現
状
や
課
題
な
ど
を
説

明
。
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
か
ら
の
市

政
に
対
す
る
率
直
な
意
見
や
積
極
的

な
提
言
に
市
長
も
耳
を
傾
け
、
市
の

発
展
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

■４会場で市長出前講座

■少年剣士が真剣勝負

■日向をドラマで PR

■英会話体験を報告

細
島
獲
れ
と
れ
！
う
め
も
ん
ま
つ

り
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
11
月

４
日
（日）
、
日
向
市
漁
業
協
同
組
合
周

辺
で
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
新
鮮

な
魚
介
類
や
加
工
品
な
ど
を
買
い
求

め
る
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

来
場
し
た
人
た
ち
の
一
番
の
お
目

当
て
は
、
漁
協
婦
人
部
の
皆
さ
ん
が

腕
に
よ
り
を
か
け
て
作
っ
た
マ
グ
ロ

の
切
身
た
っ
ぷ
り
「
マ
グ
ロ
丼
」。

細
島
自
慢
の
味
に
「
や
っ
ぱ
り
美

味
し
い
。
新
鮮
さ
が
違
う
。
こ
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
が
た
ま
ら
な
い
」
と
満

足
し
た
様
子
で
、
食
べ
た
感
想
を
話

し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
設
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で

は
重
さ
60
㌔
を
超
え
る
巨
大
な
キ
ハ

ダ
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
が
あ
り
ま

し
た
。
観
客
は
豪
快
な
技
を
食
い
入

る
よ
う
に
見
つ
め
、
巧
み
な
包
丁
さ

ば
き
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
ア
ジ
す
く
い
」
コ
ー
ナ
ー
は
、

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
。
大
き
な
水

槽
内
を
泳
ぎ
回
る
活
き
の
い
い
ア
ジ

の
群
れ
を
、
脇
目
も
振
ら
ず
夢
中
で

追
い
か
け
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
、

盛
ん
な
声
援
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、食
の
拠
点
「
潮

風
の
ま
ち 

ほ
そ
し
ま
・
海
の
駅
」
づ

く
り
事
業
の
一
つ
で
、
今
年
の
春
に

続
い
て
２
回
目
の
開
催
。

細
島
地
獲
れ
の
「
う
め
も
ん
」
が

あ
ふ
れ
、
と
て
も
美
味
し
く
て
楽
し

い
秋
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

あ
の
ま
ち

こ
の
ま
ち
情
報

諸
塚
村

宮
崎
県

無
形
民
俗
文
化
財

諸
塚
神
楽

　

戸
下
神
楽
・
南
川
神
楽

県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
３
つ
の
諸
塚
神

楽
。
こ
の
う
ち
戸
下
神
楽
と
南
川

神
楽
が
１
月
末
か
ら
２
月
初
め

の
土
日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

夜
を
徹
し
て
舞
わ
れ
る
勇
壮

で
幻
想
的
な
神
楽
を
、
振
る
舞

わ
れ
る
か
っ
ぽ
焼
酎
を
飲
み
な

が
ら
鑑
賞
し
、
地
元
の
人
と
の

交
流
な
ど
も
楽
し
ま
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

戸と
し
た下

神
楽

と
き　

１
月
26
日
（土）
〜
27
日
（日）

午
後
１
時
前
後
〜
翌
朝
お
昼
前

と
こ
ろ 

荒あ
ら
た
に谷

地
区
戸
下
集
会
所

南み
な
み
が
わ

川
神
楽

と
き　

２
月
２
日
（土）
〜
３
日
（日）

午
後
１
時
前
後
〜
翌
朝
お
昼
前

と
こ
ろ　

南
川
地
区
中な
か
お尾

●
問
い
合
わ
せ

諸
塚
村
観
光
協
会

☎
０
９
８
２

－

65

－

０
１
７
８

　
　

潮
風
の
ま
ち 
細
島
で

う
め
も
ん
が
獲
れ
た
よ
ー
。

潮
風
の
ま
ち
細
島
で

食
の
ま
つ
り
に
新
鮮
な
魚
介
類
が
ず
ら
り
！
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設
置
場
所

・
五
十
猛
神
社
前
・
中
央
公
民
館

・
日
知
屋
公
民
館
・
市
役
所
入
り
口

・
道
の
駅
と
う
ご
う（
新
設
）

男
女
共
同
参
画
推
進
リ
ー
ダ
ー
育

成
講
座
を
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く

だ
さ
い
。

講
座
内
容
（
全
３
回
）

第
1
回　

12
月
３
日
（月）
午
後
７
時
〜

「
男
女
で
築
く
、い
き
い
き
日
向
市
」

講
師
＝
熊
本
県
立
大
教
授 

石
橋
俊
郎

さ
ん

第
２
回　

12
月
10
日
（月）
午
後
７
時
〜

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」〜
男
女
共

同
参
画
の
視
点
か
ら
〜　

講
師
＝
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人「
人
間
関
係
ア
プ
ロ
ー
チ
宮

崎
き
ら
き
ら
」
代
表 

辰
身
信
子
さ
ん

第
３
回　

12
月
17
日
（月）
午
後
７
時
〜

「
男
女
共
同
参
画･･･

今
、そ
し
て
こ
れ

か
ら
」　

講
師
＝
宮
崎
県
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
所
長 

岩
村
洋
子
さ
ん

と
こ
ろ 

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階
日

向
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推

進
ル
ー
ム
「
さ
ん
ぴ
あ
」会
議
室

定
員 

20
人
程
度

※
参
加
料
は
無
料
。
託
児
も
可
。

●
問
い
合
わ
せ　

日
向
市
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
推
進
ル
ー
ム
「
さ

ん
ぴ
あ
」（
☎
50

－

０
３
０
０
）
ま
た

は
市
民
協
働
課
（
☎
内
線
２
８
５
４
）

●
問
い
合
わ
せ　

市
民
協
働
課
（
☎

56

－

０
０
１
７
）

　

興
味
の
あ
る
人
、
体
験
し
て
み
た

い
人
に
や
さ
し
く
指
導
し
ま
す
。

と
き　

1
月
8
日
か
ら
3
月
11
日

（
毎
週
火
曜
全
10
回
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時

と
こ
ろ　

市
武
道
館
2
階
剣
道
場

定
員　

20
人
程
度

参
加
料　

１
、０
０
０
円（
初
回
の
み
）

申
込
締
切　

12
月
25
日
（火）
ま
で
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
郵
送

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

日
向
太
極

拳
ク
ラ
ブ 

長
友
康
代　

８
８
３

－

０
０
２
１ 

財
光
寺
３
２
４
７
番
地

カ
フ
ェ
レ
ス
ト
絵
本
の
森
（
☎
52

－

８
１
０
７
）
※
電
話
申
込
は
木
曜
を

除
く
午
前
9
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で
。

県
産
業
技
術
専
門
校
高
鍋
校
で
は
、

知
的
障
が
い
者
を
対
象
に
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

10
人

募
集
期
間　

12
月
3
日
か
ら
1
月
11

日
ま
で
。

訓
練
期
間　

1
年

提
出
先　

日
向
公
共
職
業
安
定
所

提
出
書
類　

入
校
願
書
・
健
康
に
関

す
る
調
書
・
療
育
手
帳
の
写
し
（
入

校
願
書
は
公
共
職
業
安
定
所
に
あ
り

ま
す
）

応
募
要
件　

①
知
的
障
が
い
を
有
し
、

15

療
育
手
帳
を
取
得
し
て
い
る
人
で
、

身
辺
処
理
が
自
立
し
て
い
て
、
自
力

通
学
が
可
能
で
、
集
団
生
活
及
び
職

業
訓
練
を
受
講
す
る
こ
と
に
支
障
が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
人
。
②
職
業
訓

練
を
受
け
る
こ
と
の
熱
意
と
就
労
意

欲
が
あ
り
、
ま
た
職
業
的
自
立
が
可

能
と
認
め
ら
れ
る
人
。
③
公
共
職
業

安
定
所
に
求
職
の
申
し
込
み
を
し
て

い
て
公
共
職
業
安
定
所
長
の
受
講
指

示
が
受
け
ら
れ
る
人
。

選
考
方
法　

筆
記
試
験
、
実
技
試
験
、

面
接

●
問
い
合
わ
せ　

県
立
産
業
技
術

専
門
校
高
鍋
校
販
売
実
務
科
（
☎

０
９
８
３

－

23

－

０
５
２
３
）

松
尾
ダ
ム
管
理
事
務
所
に
居
住
し

て
働
く
こ
と
の
で
き
る
管
理
人
（
夫

婦
な
ど
2
人
）
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
概
要　

所
在
地
＝
児
湯
郡
木
城

町
大
字
中
之
又
松
尾
4
番
8
号
（
木

城
町
役
場
か
ら
車
で
約
40
分
）　

契
約

方
法
＝
業
務
委
託
に
よ
り
平
成
20
年

4
月
1
日
か
ら
平
成
21
年
3
月
31
日

ま
で
（
継
続
委
託
可
）　

委
託
額
＝
２

人
で
月
額
約
16
万
円　

業
務
内
容　

①
毎
日
の
気
象
の
観
測

②
地
震
や
台
風
な
ど
異
常
気
象
時
の

連
絡
通
報
③
ダ
ム
施
設
の
掃
除
、
防

火
、
防
犯
な
ど
。

募
集
要
件　

管
理
事
務
所
に
居
住
す

る
こ
と
が
で
き
る
夫
婦
な
ど
２
人
で
、

夜
間
及
び
土
日
な
ど
職
員
不
在
時
に

ダ
ム
に
最
低
一
人
常
駐
で
き
る
こ
と
。

・
健
康
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
業
務

に
支
障
と
な
ら
な
い
程
度
は
可
。

提
出
書
類　

夫
婦
な
ど
二
人
の
履
歴

書
及
び
健
康
診
断
書

申
込
方
法　

郵
送
ま
た
は
持
参

選
考
方
法　

面
接
（
後
日
連
絡
）

応
募
締
切　

1
月
31
日
必
着

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

高
鍋
土
木

事
務
所
河
川
砂
防
課　

８
８
４

－

０
０
０
２ 

児
湯
郡
高
鍋
町
大
字
北

高
鍋
中
須
ノ
三
３
８
７
０

－

１
（
☎

０
９
８
３

－

23
－

０
０
０
１
）

業
務
内
容　

外
来
及
び
入
院
患
者
の

診
療
放
射
線（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）撮
影

採
用
期
間　

平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
21
年
３
月
31
日
（
再
任
可
）

勤
務
時
間　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

※
た
だ
し
、
祝
日
を
除
く
。

募
集
人
員　

１
人

報
酬　

基
本
月
額
18
万
円

福
利
厚
生　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、

雇
用
保
険
加
入

募
集
要
件　

診
療
放
射
線
技
師
免
許

を
有
し
、
健
康
で
診
療
放
射
線
技
師

業
務
に
適
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人
。

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
（
上
半

身
の
写
真
を
貼
付
）
を
事
務
局
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
不
可
。

選
考
方
法　

面
接
（
後
日
連
絡
）

募
集
締
切　

１
月
５
日
（土）

●
問
い
合
わ
せ　

日
向
市
立
東
郷
病

院
事
務
局
（
☎
69

－

２
０
１
３
）

業
務
内
容　

介
護
予
防
支
援
事
業
の

介
護
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成
。
要
支
援

１
、２
認
定
者
で
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

を
希
望
す
る
人
に
対
し
、
そ
の
申
請

者
宅
を
訪
問
し
、基
本
情
報
の
収
集
と

介
護
予
防
プ
ラ
ン
作
成
な
ど
。

採
用
期
間　

平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
21
年
３
月
31
日
（
再
任
可
）

勤
務
時
間　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

（
た
だ
し
、
祝
日
を
除
く
）。

報
酬　

基
本
月
額 

18
万
円
（
別
途
調

査
旅
費
加
算
あ
り
）

福
利
厚
生　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、

雇
用
保
険
加
入
。

募
集
人
員　

若
干
名
。

応
募
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
こ
と
。

１
．保
健
師
、介
護
支
援
専
門
員
、社
会

福
祉
士
、地
域
ケ
ア
・
地
域
保
健
な
ど

に
つ
い
て
経
験
あ
る
看
護
師
、
高
齢

者
保
健
福
祉
に
関
す
る
相
談
業
務
に

３
年
以
上
従
事
し
た
社
会
福
祉
主
事
。

２
．健
康
で
訪
問
事
務
に
適
す
る
と
認

め
ら
れ
る
人
。

３
．普
通
自
動
車
の
免
許
を
有
し
、調

査
に
使
用
で
き
る
自
家
用
車
を
有
し

て
い
る
人
。

募
集
期
間　

平
成
20
年
１
月
７
日
（月）

か
ら
１
月
31
日
（木）
ま
で
。

提
出
書
類　

市
販
の
履
歴
書
（
上
半

身
の
写
真
を
貼
付
）

選
考
方
法　

１
次
選
考
＝
書
類
審
査

（
合
格
者
の
み
２
次
選
考
日
時
を
通
知
）

２
次
選
考
＝
面
接

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ

ん
し
ん
課
包
括
支
援
係
（
☎
内
線

２
３
６
６
）

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

日
向
・
門
川
・
美
郷
・
諸
塚
・
椎

葉
の
特
産
品
を
集
め
た
展
示
即
売
会

が
開
か
れ
ま
す
。
会
場
で
は
、
お
買

い
上
げ
の
お
客
さ
ん
に
は
先
着
順
で

各
地
域
か
ら
の
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

お
近
く
に
お
こ
し
の
際
は
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
！

と
き　

12
月
８
日
（土）
、
９
日
（日）

と
こ
ろ　

宮
崎
市
高
千
穂
通
り

●
問
い
合
わ
せ　

商
工
港
湾
課
（
☎

内
線
２
６
３
６
）

と
き　

１
月
26
日
（土）

昼
の
部　

開
場
＝
午
後
１
時

 

上
映
＝
１
時
30
分
か
ら

夜
の
部　

開
場
＝
午
後
６
時
30
分　

 
 

上
映
＝
７
時
か
ら

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

料
金　

一
般
、
高
校
生
＝
前
売
り

１
、０
０
０
円（
当
日
１
、２
０
０
円
）

小
、
中
学
生
＝
５
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ　

日
向
市
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
推
進
ル
ー
ム
「
さ

ん
ぴ
あ
」（
☎
50

－

０
３
０
０
）

詳
し
く
は
市
ま
た
は
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
市
民
窓
口

係
④
番
窓
口
（
☎
内
線
２
１
３
３
）

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

み
な
さ
ん
が
お
持
ち
の
保
険
証
の
有

効
期
限
は
、
11
月
30
日
で
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
11
月
下
旬
に

各
家
庭
へ
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
12

月
１
日
か
ら
は
、
新
し
い
保
険
証
を

使
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
回
の

更
新
分
か
ら
保
険
証
の
裏
面
に
「
臓

器
提
供
意
思
表
示
欄
」
を
設
け
ま
し

た
。
記
入
は
任
意
で
す
。
臓
器
提
供

に
つ
い
て
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

●
平
成
20
年
４
月
か
ら
の
医
療
保
険

制
度
改
正
に
伴
い
、
平
成
20
年
４
月

１
日
現
在
、
75
歳
以
上
の
人
や
65
歳

以
上
の
退
職
者
医
療
保
険
の
人
の
保

険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
20
年
３

月
31
日
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
４
月
２
日
以
降

に
75
歳
に
な
る
人
や
、
65
歳
に
な
る

退
職
者
医
療
保
険
の
人
の
有
効
期
限

も
異
な
り
ま
す
の
で
有
効
期
限
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
古
い
保
険
証

は
、
健
康
づ
く
り
課
国
民
健
康
保
険

係
、
東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
住

民
生
活
課
ま
た
は
各
支
所
へ
返
却
し

て
も
ら
う
か
、
家
庭
で
破
棄
さ
れ
る

場
合
は
、
個
人
情
報
が
漏
れ
な
い
よ

う
細
か
く
裁
断
す
る
な
ど
、
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
は
り
・
き
ゅ
う
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術

受
診
券
も
新
し
く
な
り
ま
す
。

必
要
な
人
は
、
保
険
証
・
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
健
康
づ
く
り
課
国
民

健
康
保
険
係
、
東
郷
町
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
住
民
生
活
課
ま
た
は
各
支
所

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
課
国

民
健
康
保
険
係
（
☎
内
線
２
１
５
４
）

と
き　

1
月
13
日
（日）

　
　
　
　

受
付
9
時
30
分
〜
10
時

と
こ
ろ　

市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

※
対
象
者
に
は
事
前
に
出
欠
確
認
の

往
復
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

返
信
を
し
て
い
な
い
人
、
市
外
在
住

な
ど
で
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
い
な
い
20

歳
の
人
も
当
日
受
付
で
参
加
で
き
ま

す
。
※
ご
家
族
も
式
典
に
参
加
可
。

対
象
者　

昭
和
62
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
63
年
4
月
１
日
生
ま
れ
の
人

●
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館
内

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
８
２
０
）

市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
白
い
ポ
ス
ト
」
運
動
と
し
て
青
少
年

に
対
す
る
有
害
図
書
類
を
回
収
し
て

い
ま
す
。
白
い
ポ
ス
ト
に
入
れ
ら
れ

た
有
害
図
書
類
は
当
セ
ン
タ
ー
と
日

向
警
察
署
で
回
収
し
処
分
し
ま
す
。

市
内
の
設
置
場
所
は
次
の
と
お
り

で
す
。
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
の

浄
化
へ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日向市のホームページアドレス　http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

電
子
証
明
書
は
、
住
民
が
安
心
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
国
や

地
方
の
行
政
機
関
が
行
う
電
子
申
請
・

届
出
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
た
め
に
利
用
す
る
も
の
で
、
個
人

向
け
の
電
子
証
明
書
は
地
方
公
共
団

体
に
よ
る
「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
」に
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
電
子
証
明
書
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
度
税
制
改
正
で
、
取
得
促

進
を
目
的
と
し
て
電
子
証
明
書
を
有

す
る
個
人
の
電
子
申
告
に
関
す
る
所

得
税
額
の
特
別
控
除
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
て

平
成
19
年
分
ま
た
は
20
年
分
（
い
ず

れ
か
1
回
）
の
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
申
告
期
限
（
19
年
分
は
20
年
3

月
17
日
、
20
年
分
は
21
年
3
月
16
日
）

ま
で
に
提
出
す
る
際
に
、
併
せ
て
本

人
の
電
子
署
名
と
電
子
証
明
書
と
を

送
信
し
た
場
合
に
は
、
所
得
税
額
か

ら
５
、０
０
０
円（
そ
の
年
分
の
所
得

税
額
を
限
度
）を
控
除
で
き
る
と
い
う

も
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
電
子
証
明
書
と
IC
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
取
得
し
て
、

利
用
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

な
お
、
確
定
申
告
時
期
が
近
づ
く

と
、
窓
口
が
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

電
子
証
明
書
の
取
得
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

第
1
回　

と
き
＝
１
月
15
日
（火）
午
後

７
時
か
ら
9
時　

と
こ
ろ
＝
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
３
階
会
議
室　

内
容
＝
「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
お
金

の
話
」
〜
目
指
せ
バ
ラ
色
の
セ
カ
ン

ド
ラ
イ
フ
〜　

講
師
＝
金
融
広
報
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
小
川
洋
一
さ
ん

第
２
回　

と
き
＝
１
月
19
日
（土）
午
前

10
時
か
ら
正
午　

と
こ
ろ
＝
道
の
駅

と
う
ご
う　

ふ
る
さ
と
味
工
房

内
容
「
家
庭
円
満
の
秘
訣
」〜
そ
ば
打

ち
名
人
に
な
ろ
う
〜

第
３
回　

と
き
＝
１
月
19
日
（土）
午
後

１
時
30
分
か
ら
３
時　

と
こ
ろ
＝
東

郷
西
公
民
館
さ
く
ら
館　

内
容
＝
み

ん
な
で
語
ろ
う
！
60
歳
か
ら
の
生
き

方
探
し
〜
市
内
で
活
躍
中
の
先
輩
と

の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
〜

●
問
い
合
わ
せ　

日
向
市
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
推
進
ル
ー
ム
「
さ

ん
ぴ
あ
」（
☎
50

－

０
３
０
０
）

東
郷
町
と
の
合
併
を
機
に「
市
民
と

の
協
働
」「
地
域
力
の
活
用
」を
基
本

理
念
と
し
て
策
定
さ
れ
た「
新
し
い
日

向
市
総
合
計
画
」が
講
座
の
テ
ー
マ
で

す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

１
月
11
日
（金）

　
　
　
　

午
後
７
時
か
ら
９
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
第
４
研
修
室

定
員　

１
０
０
人　

※
申
込
不
要

講
師　

市
役
所
企
画
課
職
員

主
催　

ま
ち
づ
く
り
１
０
０
人
委
員
会

募　

集

電
子
証
明
書
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

成
人
式
典
は

平
成
20
年
１
月
13
日

（日）

有
害
図
書
類
は

　

白
い
ポ
ス
ト
へ

講　

座

催　

し

初
心
者
向
け
太
極
拳
教
室

国
保
の
保
険
証
を
更
新
し

ま
し
た

松
尾
ダ
ム
管
理
人
を
募
集

県
産
業
技
術
専
門
校
高
鍋
校

知
的
障
が
い
者
職
業
訓
練
生

市
立
東
郷
病
院
嘱
託
員

　

診
療
放
射
線
技
師
募
集

宮
崎
県
耳
川
流
域

地
場
産
品
展
示
・
即
売
会

介
護
予
防
支
援
計
画

作
成
員
を
募
集
し
ま
す

１
月
11
日

（金）

第
１
回
ま
ち
づ
く
り
市
民
講
座

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
？

 

男
女
共
同
参
画
社
会

熟
年
世
代
の
た
め
の
講
座

（
３
回
シ
リ
ー
ズ
）

１
月
26
日

（土）

さ
ん
ぴ
あ
映
画
上
映
会

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111
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納期限内に納めましょう
固定資産税  ４期

国民健康保険税 ７期
（納期 11 月 1 日～ 12 月 25 日）
（口座振替日      12 月 25 日）

税の納期

＊
社
協
＝
社
会
福
祉
協
議
会

相 談 日 程
■
人
権
相
談

と　

き　

12
月
５
日
（水）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
、
美
々
津
、

細
島
公
民
館
・
社
協
東
郷
支
所

■
行
政
相
談

と　

き　

12
月
５
日
（水）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

＊　
　
　

＊

と　

き　

12
月
19
日
（水）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

社
協
東
郷
支
所

■
法
律
相
談（
☎
要
予
約
）

と　

き　

12
月
13
日
（木）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

社
会
福
祉
協
議
会

 

（
☎
52

－

１
０
１
０
）

■
年
金
巡
回
相
談

と　

き　

12
月
26
日
（水）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

青
少
年
ホ
ー
ム

■
障
が
い
及
び
難
病
者
相
談

と　

き　

12
月
９
日
（日）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

障
害
者
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
52

－

５
４
３
４
）

■
介
護
保
険
の
説
明
会

と　

き　

12
月
17
日
（月）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課

介
護
保
険
係
（
☎
内
線
２
１
７
６
）

■
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談

方　

法　

電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と　

き
（
月
、
火
、
木
、
金
）　

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

推
進
ル
ー
ム
「
さ
ん
ぴ
あ
」

（
☎
55

－

１
６
６
０
）

■
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

　

巡
回
相
談
（
☎
要
予
約
）

と　

き　

12
月
10
日
（月）
、

　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

推
進
ル
ー
ム
「
さ
ん
ぴ
あ
」

予
約
先　

宮
崎
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
８
５

－

29

－

８
５
４
４
）

環 境 問 題

さ
れ
る
作
用
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

●
実
際
の
運
動
は
？

運
動
の
量
は
、
そ
の
強
さ
（
運

動
強
度
）、
運
動
時
間
、
運
動
の

頻
度
で
決
ま
り
ま
す
。

運
動
の
強
さ
＝
目
標
心
拍
数
が
１

分
間
に
１
１
０
〜
１
２
０
と
な
る

よ
う
運
動
強
度
を
設
定
し
ま
す
。

健
康
な
人
の
場
合
、
最
大
酸
素
摂

取
量
の
50
％
を
目
安
に
し
、
脈
拍

数
、
年
齢
に
よ
り
簡
単
に
そ
の
強

度
を
推
定
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

※
目
標
心
拍
数
＝
運
動
強
度
×

｛（
２
２
０

－

年
齢
）

－

安
静
時
心

拍
数
｝
＋
安
静
時
心
拍
数

●
有
酸
素
運
動
っ
て
？

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ

の
よ
う
な
運
動
で
、
体
脂
肪
を
酸

素
で
燃
焼
さ
せ
て
体
を
動
か
す
運

動
の
こ
と
を
「
有
酸
素
運
動
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

運
動
の
強
さ
は
、
自
分
の
能

力
の
５
割
（
脈
拍
が
１
分
間
に

１
１
０
〜
１
２
０
を
超
え
な
い
）

で
軽
く
汗
ば
む
程
度
で
す
。　
　

●
有
酸
素
運
動
の
効
果　
　

体
脂
肪
燃
焼
＝
有
酸
素
運
動
を

行
う
と
、
血
液
中
の
脂
肪
や
体
内

に
蓄
積
し
て
い
る
体
脂
肪
を
燃
焼

さ
せ
る
効
果
が
あ
る
た
め
、
肥
満

を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

脂
肪
の
分
解
・
燃
焼
に
は
十
分
な

酸
素
が
必
要
で
、
効
果
的
に
燃
焼

さ
せ
る
た
め
に
は
運
動
を
20
分
以

上
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

心
肺
機
能
発
達
＝
一
般
の
正
常
な

人
の
安
静
時
心
拍
数
は
一
分
間
に

60
回
く
ら
い
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ

心
臓
と
呼
ば
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン

ナ
ー
は
30
〜
40
回
／
分
と
い
う
人

も
い
ま
す
。
有
酸
素
運
動
は
、
心

臓
や
呼
吸
筋
を
発
達
さ
せ
る
効
果

が
あ
り
、
心
臓
に
負
担
を
か
け
ず

に
血
液
循
環
を
効
率
的
に
す
る
こ

と
や
、
体
内
へ
の
酸
素
の
取
り
込

み
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
＝
有

酸
素
運
動
は
全
身
持
久
力
向
上
に

役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
血
液
中
の

脂
肪
・
糖
を
燃
焼
さ
せ
る
効
果
が

あ
る
為
、
高
脂
血
症
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
な
ど
の
予
防
・
改
善
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
の
解
消
＝
適
度
な
運
動

で
心
地
よ
い
汗
を
か
い
た
後
、
ビ

ー
ル
が
美
味
し
く
感
じ
る
の
は
ド

ー
パ
ミ
ン
（
脳
内
麻
酔
）
が
分
泌

■
ご
み
は
な
く
な
ら
な
い

　

市
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
人
に

対
し
、
宮
崎
交
通
発
行
の
高
齢
者

用
バ
ス
定
期
券
「
悠
々
パ
ス
」
の

購
入
費
半
額
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
補
助
を
受
け
る
際
に
は
、

市
で
発
行
し
て
い
る
補
助
券
が
必

要
で
す
。
パ
ス
の
有
効
期
限
が
最

大
で
半
年
の
た
め
、
３
月
に
交
付

を
受
け
た
人
は
９
月
に
新
た
に
交

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係

（
1
内
線
２
１
６
８
）

■
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠

※
運
動
強
度
＝
（
心
拍
数

－

安
静

時
心
拍
数
）

÷

（
最
大
心
拍
数

－

安
静
時
心
拍
数
）
×
１
０
０

運
動
の
頻
度
＝
週
に
３
〜
４
日
位

（
２
日
に
１
回
）
が
必
要
で
す
。

運
動
の
時
間
＝
最
低
20
分
以
上
、

週
１
４
０
〜
１
８
０
分
が
目
安
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
有
酸
素
運
動
を
生

活
の
一
部
に
取
り
入
れ
、
健
康
促

進
と
心
身
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

■悠々パス発行日程表（1内線 2169）

ス ポ ー ッ

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
先
月
中

旬
か
ら
今
月
中
旬
ま
で
の
間
、
焼

却
炉
の
改
修
工
事
中
で
す
。

期
間
中
は
、
通
常
時
の
半
分
し

か
焼
却
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
み
の
減

量
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
有
酸
素
運
動
で

　

か
ら
だ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

■
持
ち
込
む
前
に
は

　

必
ず
分
別
を
！

燃
や
せ
る
ご
み
・
古
紙
類
は
清

掃
セ
ン
タ
ー
へ
、
燃
や
せ
な
い
ご

み
・
資
源
物
（
古
紙
類
を
除
く
）

は
ひ
ゅ
う
が
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
分
別
し
て
持

ち
込
み
ま
し
ょ
う
。

分
別
が
さ
れ
て
い
な
い
と
、
受

入
を
お
断
り
す
る
こ
と
や
、
積
み

下
ろ
し
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

持
ち
込
ま
れ
る
際
に
は
事
前
の

分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
を
控
え
、
ご
家
庭
や
会
社

の
大
掃
除
な
ど
に
よ
り
、
ご
み
を

多
量
に
片
付
け
ら
れ
る
機
会
が
増

え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。例

年
、
12
月
の
後
半
に
な
る
と
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
や
ひ
ゅ
う
が
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ご
み
を

持
ち
込
ま
れ
る
人
が
多
く
な
り
、

周
辺
の
道
路
が
渋
滞
す
る
な
ど
、

大
変
な
混
雑
を
招
い
て
い
ま
す
。

早
め
の
大
掃
除
、
早
め
の
ご
み

搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

郷土の文化財を
訪ねて　　   ⑱

イ
フ
形
石
器
や
ス
ク
レ
イ
パ
ー
と

い
っ
た
狩
猟
に
伴
う
石
器
が
出
土

し
て
い
ま
す
。

縄
文
時
代
後
期
で
は
、
瀬
戸
内

系
文
化
の
影
響
を
受
け
た
磨す

り
け
し消

縄

文
と
呼
ば
れ
る
文
様
を
持
つ
土
器

や
丁
寧
に
磨
か
れ
た
磨ま

け
ん研

土
器
が

出
土
し
ま
し
た
。

弥
生
時
代
で
は
竪
穴
式
住
居
跡

が
７
軒
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

う
ち
１
軒
は
、
住
居
内
に
壁
を

突
出
さ
せ
た
花か

べ
ん
じ
ょ
う

弁
状
間ま

じ

き

仕
切
り
住

居
跡
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
弥
生

時
代
後
期
の
南
九
州
に
分
布
す
る

独
特
な
竪
穴
式
住
居
で
す
。

東
郷
町
越
表
地
区
に
は
「
金
の

ト
ビ
の
鳴
声
」
と
い
う
伝
説
が
あ

り
ま
す
。「
八
ツ
山
の
川
の
畔
に

あ
る
小
さ
い
石
碑
に
毎
朝
暗
い
う

ち
に
金
の
ト
ビ
が
ど
こ
か
ら
と
も

な
く
や
っ
て
き
て
き
れ
い
な
声
で

鳴
く
と
い
い
、
こ
の
鳴
き
声
を
聞

い
た
も
の
は
大
金
持
ち
に
な
る
」

と
い
う
伝
説
で
す
。

東
郷
町
史
に
よ
る
と
、
こ
の
八

ツ
山
で
は
昭
和
32
（
１
９
５
７
）

年
の
新
田
開
発
の
際
に
土は

じ

き

師
器
や

須す

え

き

恵
器
と
い
っ
た
古
墳
時
代
の
遺

物
が
採
集
さ
れ
て
お
り
、
土
器
の

形
か
ら
古
墳
時
代
後
期
（
6
世
紀
）

ご
ろ
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
地
主
の
人
に
よ
る
と

昔
、
方
形
の
石
囲
い
を
見
た
と
の

こ
と
で
、
古
墳
に
伴
う
箱は

こ
し
き
せ
っ
か
ん

式
石
棺

で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ「
八
ツ
山

遺
跡
」は
以
前
よ
り
遺
跡
の
存
在

が
予
想
さ
れ
て
い
た
場
所
で
し
た
。

発
掘
調
査
で
は
山
か
ら
の
水
が

流
れ
た
と
思
わ
れ
る
自
然
の
流
路

跡
が
検
出
さ
れ
、
旧
石
器
時
代
、

縄
文
時
代
後
期
、
弥
生
時
代
後
期

の
遺
構
や
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
旧
石
器
時
代
の
遺
物
で
は
ナ

■
越
表
の
八や
つ
や
ま

ツ
山
遺
跡

■
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
文
化
財
係

（
☎
内
線
２
４
１
５
）

こ
の
住
居
跡
か
ら
は
多
く
の
弥

生
土
器
に
混
じ
っ
て
鉄
製
の
鏃

や
じ
り

が

出
土
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
穂ほ

つ

み

ぐ

摘
具
と
さ
れ
る
石
包

丁
も
調
査
と
は
別
に
２
点
採
集
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代

に
は
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

鉄
器
や
稲
作
の
伝
来
は
弥
生
時

代
を
象
徴
す
る
文
化
で
あ
り
、
八

ツ
山
地
区
は
山や

ま
あ
い間

の
小
さ
な
集
落

で
す
が
、
時
代
の
影
響
を
受
け
て

そ
れ
ら
を
取
り
入
れ
、
南
九
州
の

文
化
の
花
を
咲
か
せ
て
い
た
よ
う

で
す
。

歴 史 探 訪

■
青
少
年
相
談

方　

法　

電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と　

き　

毎
週 

火
〜
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

対　

象　

幼
児
、
小
・
中
・
高
校
生
、

　
　
　
　

青
少
年
な
ど

と
こ
ろ　

市
教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
☎
54

－

８
１
８
１
）

■
定
期
無
料
税
金
相
談

と　

き　

12
月
７
日
（金）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ　

熊
本
国
税
局
税
務

相
談
室
宮
崎
分
室

（
☎
０
９
８
５

－

24

－

９
８
３
０
）

■
早
め
の
大
掃
除

　

早
め
の
ご
み
搬
入
を
！

八
ツ
山
遺
跡　

花か
べ
ん
じ
ょ
う

弁
状
間ま

じ

き

仕
切
り
住
居
跡

白　浜

牧島山

細島工業港

細島商業港

細島支所

旧カーフェリーターミナル

日知屋

富高

平岩

幸脇

美々津

塩
見
大
橋

財
光
寺
駅

南
日
向
駅

財　

光　

寺

お倉ヶ浜有料道路

道の駅

櫛の山公園

細島

大王谷運動公園

米の山

港の森公園

妙
国
寺

細島灯台

馬ヶ背
観光
案内所

幡　浦

環

環

塩
見
川

国
道
10
号 お

倉
ヶ
浜

クルスの海

日
向
市
駅

日知屋公民館

●新開公園

日向市中央公民館

大王谷コミュニティセンター

●南日向コミュニティセンター

御鉾ヶ浦公園

日向サンパーク

日向市役所
日向市文化交流センター

★花

★ぽ ぽ ぽ

発行:日向現代彫刻展実行委員会　2006.9

●

●大王谷コミュニティ
　　センター

●●
●

リサイクルセンター
●

●

清掃センター

■
問
い
合
わ
せ

環
境
整
備
課
環
境
政
策
係

（
☎
53

－

２
２
５
６
）

清掃センター
改修工事のため
ごみの減量に
ご協力ください

■
問
い
合
わ
せ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
☎
53

－

４
７
９
１
）

お倉ヶ浜有料道路お倉ヶ浜有料道路お倉ヶ浜有料道路お倉ヶ浜有料道路お倉ヶ浜有料道路お倉ヶ浜有料道路

塩
見
川

国
道
国
道
1010
号号 お

倉
ヶ
浜

年
末
の
受
け
入
れ

清
掃
セ
ン
タ
ー

12
月
31
日

正
午
ま
で
。

ひ
ゅ
う
が
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー

12
月
30
日

午
後
４
時
ま
で
。
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 人 口 63,021 人 〈 ＋10 〉
 男 29,675 人 〈 ＋10 〉
 女 33,346 人 〈 ±   0 〉
 世帯数 24,371 世帯 〈 ＋   6 〉
 転 入 136 人 転 出 140 人
 出 生 63 人 死 亡 49 人
  面 積    336.29km2

こ
ち
ら
編
集
室

高木　遥
は る な

菜ちゃん
（鶴町）

黒木　皓
こ う た

太ちゃん
（富高）

市役所は☎ 52 － 2111・東郷町地域自治センターは☎ 69 － 2111

日曜在宅医の確認は☎ 53－1214 へ

日向市保育協議会
（☎ 53ー5857）

電話が続けてあった場合は、
テープの巻き戻しに数秒ほ
ど時間を要します。

テレホンサービス

●会場　日向市民健康管理センター　●問い合わせ　☎内線２１８４

〜止まって確認！無事故に挑戦〜

９月中の交通事故
 人身事故 死亡 負傷者 物損事故
 57 件 1 人 69 人 100 件
 （＋ 15） （0） （＋ 13） （ー25）

日向市の人口と世帯（現住人口）
　含む外国人登録者／ H19.11.1 現在

宮
崎
県
で
は
、
１
日
約
１
人
が

自
殺
で
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

自
殺
増
加
の
背
景
に
は
、
病
気

や
介
護
な
ど
の
健
康
問
題
、
借
金

や
失
業
な
ど
の
経
済
・
職
業
問
題
、

離
婚
や
家
庭
内
暴
力
な
ど
の
家
庭

問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
殺
に
い
た
る
人
の
２
割
か
ら

３
割
が
「
う
つ
」
様
状
態
に
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
な
ど
が
主
な
原
因
と

な
っ
て
起
き
る
「
う
つ
」
は
、「
こ

こ
ろ
の
風
邪
」
と
も
い
わ
れ
約
15

人
に
１
人
が
、
生
涯
の
う
ち
に
１

度
は
経
験
す
る
と
い
う
身
近
な
病

気
で
す
。

多
く
の
場
合
、
早
め
に
気
づ
き

治
療
す
る
こ
と
で
回
復
し
ま
す
。

自
殺
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
で

人
は
、
自
殺
を
し
よ
う
と
す
る

危
機
的
な
状
況
の
と
き
、「
死
に

た
い
」
と
い
う
サ
イ
ン
を
出
し
ま

す
。
直
接
「
死
に
た
い
」
と
い
う

こ
と
の
ほ
か
、「
生
き
る
の
に
疲

れ
た
」「
遠
く
に
旅
に
で
た
い
」

と
い
っ
た
間
接
的
な
言
葉
で
表
現

し
た
り
し
ま
す
。

と
き
に
は
、
手
首
を
切
る
、
ひ

も
な
ど
を
準
備
す
る
と
い
う
直
接

的
な
行
動
や
、
身
辺
整
理
を
す
る
、

遺
書
を
書
く
な
ど
、
行
動
で
表
現

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

自
殺
の
サ
イ
ン
は
、「
死
に
た

い
」
の
で
は
な
く
「
助
け
て
ほ
し

い
」
と
救
い
を
求
め
て
い
る
サ
イ

ン
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

大
切
な
こ
と
は
、
自
殺
の
サ
イ

ン
に
気
づ
い
た
ら
、
気
持
ち
の
上

で
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
」
に
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

「
あ
な
た
が
必
要
だ
」「
あ
な
た

が
い
な
く
な
っ
た
ら
悲
し
い
」
と

い
っ
た
気
持
ち
を
、
サ
イ
ン
を
出

し
て
い
る
人
に
し
っ
か
り
と
伝
え

て
く
だ
さ
い
。
言
葉
を
伝
え
た
り
、

話
を
じ
っ
と
聞
い
た
り
、
そ
っ
と

寄
り
添
っ
た
り
し
て
、
そ
の
態
度

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

自
殺
者
の
家
族
や
周
囲
の
人

は
、
精
神
的
、
経
済
的
に
も
大
き

な
影
響
を
受
け
、
深
い
悲
し
み
を

心
の
底
に
抱
え
た
ま
ま
、
時
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

周
囲
の
人
は
、
気
持
ち
の
上
で

ど
う
か
や
さ
し
く
寄
り
添
っ
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

■
県
内
の
相
談
機
関

●
電
話
相
談
「
心
の
電
話
」

　

☎
０
９
８
５

－

32

－

５
５
６
６

相
談
受
付
は
月
曜
か
ら
金
曜
日
、

午
前
9
時
か
ら
午
後
7
時
ま
で
。

※
土
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
。

●
宮
崎
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
８
５

－

27

－
５
６
６
３

●
日
向
保
健
所「
診
療
相
談・
薬
物
相
談
」

事
前
予
約
制
で
精
神
科
医
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

☎
52

－

５
１
０
１

健 康 家 族 道 駅 探 検
■
12
月
１
日
は

　

い
の
ち
の
日
で
す

■
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
係

（
☎
内
線
２
１
８
２
）

道
の
駅 

と
う
ご
う

■市民の皆さんへお得な情報です

＊お舟出とくトクカレンダー＊
※ QR コード対応の携帯電話をお
持ちの人は、下のコードを読み取
ると簡単にアクセスすることがで
きます。

お船出ちりめん
１袋 200 ｇ入り　500 円

地元の海から水揚げ
されたカルシウム

やビタミンがたっぷり
のちりめん魚を清らか
な水で程よく調味。神
武天皇お船出の地にあ
やかり「お船出ちりめ
ん」と命名された、道
の駅「日向」の自慢の
一品です。

■
お
舟
出
の
湯

　

12
月
イ
ベ
ン
ト
情
報
！

今
月
の
定
期
寄
席

　

12
月
15
日
（土）　

午
後
１
時
〜

第
６
回
日
向
サ
ン
パ
ー
ク
杯

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

12
月
11
日
（火）
、
12
日
（水）

・
料
金　

一
人　

１
、５
０
０
円

・
募
集
定
員　

各
日
50
人

※
賞
品
、
弁
当
、
お
茶
、
入
浴
付

お
得
な「
前
売
券
」販
売
中

　
（
12
月
限
定
）

　

11
枚
綴
り　

４
、０
０
０
円

道
の
駅 

日
向

■問い合わせ
東郷町ふるさと公社
まで。
☎ 68 － 3072
●開館時間
午前 8 時 30 ～
     午後 6 時
●休館日
 年末年始のみ

新年を迎える年越し
そばに「牧水そば」

はいかがですか？つな
ぎ粉なしの地元産１０
割そばです。年末は混
み合いますので、でき
るだけ、早めのご予約
をお願いします。また
12 月 30 日 ( 日 )、正午
までの販売となります。

■
ふ
る
さ
と
市
場

　

お
正
月
料
理
の
材
料
に
、
と
う

ご
う
地
ど
れ
の
新
鮮
食
材
は
い
か

が
で
す
か
？　

続
々
と
冬
野
菜
な

ど
が
入
荷
中
で
す
。

開
催
日　

水
、
土
、
日
、
祝
日

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

※
初
市
は
１
月
２
日
（水）
か
ら
で
す
。

サービスの内容
を随時更新して
います！どうぞ
ご覧ください。

乳
幼
児
健
診

●
３
か
月
児
健
診

日
時
／
12
月
７
日
（金）

　
　
　

12
月
21
日
（金）

対
象
／
平
成
19
年
９
月
生
ま
れ

●
７
か
月
児
健
診

日
時
／
12
月
12
日
（水）

対
象
／
平
成
19
年
５
月
生
ま
れ

●
１
歳
児
健
康
相
談

日
時
／
12
月
11
日
（火）

対
象
／
平
成
18
年
11
月
生
ま
れ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
／
12
月
20
日
（木）

対
象
／
平
成
18
年
５
月
生
ま
れ

●
３
歳
児
健
診

日
時
／
12
月
５
日
（水）

対
象
／
平
成
16
年
５
月
生
ま
れ

【
受
付
時
間
】

・
１
歳
６
か
月
児
・
３
歳
児

　

午
後
０
時
45
分
〜
１
時
15
分

・
３
か
月
児

　

午
後
１
時
〜
１
時
15
分

・
７
か
月
児

　

午
後
１
時
〜
１
時
30
分

・
１
歳
児
／
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

※ 

母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
。

赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
は
母
乳
が
基

本
で
す
。
な
る
べ
く
母
乳
で
育
て

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

赤
ち
ゃ
ん
に
母
乳
を
与
え
る
こ

と
で
妊
娠
中
に
増
え
た
体
重
も
戻

っ
て
き
ま
す
。
母
乳
を
与
え
て
い

る
と
き
は
、
お
母
さ
ん
も
き
ち
ん

と
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

朝
昼
夕
の
三
食
は
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
を
心
が
け
、
間
食
と
し

て
は
牛
乳
や
果
物
が
お
勧
め
で
す
。

お
母
さ
ん
自
身
の
病
気
や
飲
ん

で
い
る
お
薬
の
影
響
で
母
乳
を
与

え
ら
れ
な
い
時
、
ま
た
、
お
母
さ

ん
の
仕
事
の
都
合
に
よ
っ
て
は
、

人
工
乳
（
粉
ミ
ル
ク
）
を
足
し
た
り
、

人
工
乳
だ
け
に
な
り
ま
す
。
粉
ミ

ル
ク
の
作
り
方
は
、
製
品
の
決
め

ら
れ
た
と
お
り
の
濃
さ
に
溶
か
す

こ
と
が
大
切
で
す
。

飲
む
量
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
よ
っ

て
個
人
差
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
無

理
に
飲
ま
せ
る
こ
と
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

喜
ん
で
飲

み
、
体
重
が
順

調
に
増
え
て
い

る
な
ら
、
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

人
工
乳（
粉
ミ
ル
ク
）に
使
う
水
は
？

井
戸
水
や
湧
き
水
は
、
大
人
に

は
影
響
が
な
く
て
も
、
雑
菌
に
よ

っ
て
赤
ち
ゃ
ん
が
体
調
を
く
ず
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
ミ
ル
ク
や
水
分
補

給
に
は
、
水
道
水
や
水
質
検
査
に

合
格
し
た
井
戸
水
、ミ
ル
ク
調
整

用
の
密
封
容
器
に
入
っ
た
水
な
ど

を
念
の
た
め
一
度
沸
騰
さ
せ
て
か

ら
使
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
粉
ミ
ル
ク
の
製
造
過
程

で
空
気
中
の
雑
菌
が
混
入
し
て
い

る
場
合
に
そ
な
え
、
特
に
生
後
１

か
月
く
ら
い
ま
で
の
小
さ
な
赤
ち

ゃ
ん
に
は
、
80
℃
以
上
の
熱
湯
で

ミ
ル
ク
を
溶
か
す
か
、
水
か
、
お

湯
で
ミ
ル
ク
を
溶
か
し
て
い
っ
た

ん
80
℃
以
上
に
熱
し
て
か
ら
、
冷

ま
し
て
飲
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

母
乳
栄
養
と
人
工
栄
養

▼
た
だ
ご
と
で
は
な
い
痛
み
ら
し
い
で
す
。

お
な
か
の
中
に
蓄
積
さ
れ
た
結
石
。
隣
に
座

る
同
僚
は
突
如
襲
っ
た
激
痛
に
顔
は
青
ざ
め

脂
汗
を
た
ら
た
ら
▼
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
大
の
石
は

自
力
排
出
は
困
難
。
電
磁
誘
導
方
式
と
い
う

衝
撃
波
で
、
体
内
に
で
き
た
結
石
を
粉
砕
し

排
出
す
る
そ
う
で
す
。
ま
さ
に
画
期
的
な
お

な
か
の
大
掃
除
。
近
年
の
医
学
の
進
歩
に
は
、

め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
よ
ね
▼
さ
て

例
年
、
年
末
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
、
家

庭
か
ら
の
ご
み
を
持
ち
込
む
車
で
混
み
合
い

ま
す
。
早
め
の
大
掃
除
、
早
め
の
ご
み
搬
入

を
お
願
い
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
き
ち
ん
と

分
別
し
て
！
▼
何
か
と
慌あ
わ

た
だ
し
い
季
節
。

た
ま
っ
た
ほ
こ
り
や
ご
み
を
、
す
っ
き
り
き

れ
い
に
掃
除
し
て
、
気
持
ち
い
い
新
年
を
迎

え
ま
し
ょ
う
ね
。
来
る
年
も
皆
さ
ん
に
と
っ

て
、
い
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

ー
。〈

さ
〉

１２月の休館日
３日（月）、17 日（月）

31 日（月）
新年は元旦 6 時から営業

■問い合わせ
日向サンパーク温泉

「お舟出の湯」まで。
☎ 56 － 3800
●営業時間
午前 10 時～午後 10 時

M

お

・

た

べ

て

ん

な

い

！

・R
?
@
C
R
C
L
L
?
G

道
の
駅
「
日
向
」　

情
報

年越しにいかがですか？

牧水そば（持ち帰り）
そばセット ( ２人前 )　600 円
そばのみ 　( ２人前 )　400 円

相談員
地方発送も承ります。
味工房（☎68－3070）
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2007 牧水の里秋祭りが 11 月 4 日、道の駅とうごう
で開かれました。第 22 回日豊経済圏交流大会も同時
に開かれ、大分県南部、宮崎県北部の８市町村 20 の商
工団体などが、いろいろな地場産品を出店。県境を越
えた交流に、市内外から多くの来場者でにぎわいました。
表紙写真は、子どもたちで賑わった農業機械試乗コ
ーナー。トラクターの大きさにびっくりしていました。
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